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◇

預金の評価

Q ●
● 相続により定期預金と普通預金を取得

しました。定期預金と普通預金では評価方法

が異なるのでしょうか。

A:普通預金の評価は、相続日の預入れ額

そのままですが、定期預金の場合は、相続開

始時の残高に、預入日から相続日までの「既

経過利子」（それまでについた利子）から既

経過利子に対する源泉徴収税額を控除した金

額を加算した金額となります。

既経過利子の計算は、定期預金の約定利率

ではなく、期日前に解約した場合の利率で計

算します。定期性の預金は、満期日前に解約

すると約定利率より低い利率で利子が計算さ

れますから、評価上は、相続日に中途解約し

たと仮定した場合の利子によるわけです。

なお、定期預金を中途で解約すると、解約

日の前日までしか利子がつきませんので、既

経過利子の計算期間は、その定期預金の預入

日から相続日の前日までの日数によります。

既経過利子から控除する源泉徴収税額は、

その預金を相続した相続人が選択した課税方

法により計算します。つまり、相続の際、老

人（年齢65歳以上である者）や障害者が、

新たに非課税貯蓄申告書を提出して、マル優

を選択すると、控除される源泉徴収税額は、

ゼロとなります。
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